
水と緑と花のまち

市政だより

昭和49年11月1日 No. 746 

人口の動き 法津相談日

10月1日現在前月比11
11 11月21日〈木)

人口 59.948 + 62 11 
11 9時30分-15時

男 29，094 + 28 11 
女 30. 854 + 34 11市役所市民相談室

世帯数16.055+34 11お気軽にどうぞ
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実り豊かな中を鈴回大神宮ヘ奉納する下鈴田浮立

歌に合わせて宮代のくわ踊り 元気よく諏訪神社の子供みこし

五穀豊じよう

秋祭りたけなわ
-"・ a・...---~苧 今 ........--...~・~-_-..........--......._.......~--一 司._- ーー守 司.-守" ---- ーー---司F____ーー

万 人和楽

A回fIf~

いせいよく富松神社のおみこし

議

実天神社の青年団相撲大会

人気を呼んだ野田神社のじゃ踊り

敬老会や浮立事じゃ譲りも
五穀豊じよう、万人和楽を願って市内各地区では秋

祭 りがたけなわでした。 10月17日上久原の熊野神社、

木場郷の野田神社では敬老の意も含めて、お年寄 りを

招待し、婦人会の皆さんたちが、 踊 りや歌などをひろ

うしました。特に野田神社では、じゃ踊 りが出演し、

ゃんやのかるさいを浴びましたO

鈴田の大神宮神社では総勢 200人iζ及ぶ下鈴回大浮

立が実 り豊かな二本位への道を進み奉納しました O 西

大村の富松神社では朝から、おみこしにお稚児さんが

出たり相撲大会.踊 りなどで終日にぎわいました。 18

日竹松の実天神社では踊り、空手、相撲など. 出居も

たくさん出ました。 20日西大村の諏訪神社では、子供

みこしが朝早くから街を勇ましく歩きまわり、 萱瀬の

氷川神社では中岳の浮立、剣道、 相撲大会、 踊 り.そ

してプラスパンドまで出て近年にないにぎわいを見せ

ました。11月15・16日は松原のおくんちで今年のお祭
りも終りとなり寒い冬がやって来ます。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永宏印刷所/第一印刷
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圃コ
ーミ
処
理
は
正
し
く

み
ん
な
の
ま
ち
で
す

市
内
を
回
っ
て
み
る
と
、
道
路

ぎ
わ
の
く
ぼ
地
、
雑
草
の
生
い
茂

っ
た
空
き
地
、
河
川
敷
な
ど
に
紙

く
ず
、
十
市
き
れ
、

割
れ
た
ビ
ン
や

陶
器
、
悪
臭
を
は
な
つ
残
飯
類
が

無
造
作
に
捨
て
ら
れ
、
見
る
に
し

の
び
な
い
よ
う
な
状
態
を
あ
ち
こ

ち
で
見
か
け
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
で
す
.
お
互
い

が
気
を
つ
け
て
美
し
い
郷
土
づ
く

り
の
た
め
に
次
の
乙
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

圏

耳

と

言

葉

の

市内のいたるところにこのように捨てられたゴミが
いっぱいあります

。
燃
え
る
ゴ

ミ
の
処
理

紙
く
ず

ハ
ギ
レ
、

木
く
ず
類

は
散
乱
し

な
い
よ
う

に
ま
と
め

て
く
く
り

ゴ
ミ
箱
の

そ
ば
に
出

し
て
お
く

よ
う
に
し

寺
「
し
ょ
v
つ

新
聞
、

雑
誌
、
布

相
吾化

il!I< 

日

市
内
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
休
耕
地

や
空
き
地
を
見
か

け
ま
す
が
そ
の
ほ

と
ん
ど
に
雑
草
が

生
い
茂
り
、
特
に

黄
色
い
花
を
つ
け

た
セ
イ
ダ
カ
ア
ワ

ダ
チ
草
が
年
々
も

の
す
ご
い
勢
い
で

繁
殖
し
て
い
ま
す

製
品
な
ど
は
再
生
利
用
の
面
か

ら
も
ま
と
め
て
、
廃
品
回
収
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

。
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
処
理

各
町
内
に
は
、
不
燃
物
集
積

所
、
収
集
日
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
収
集

日
の
前
日
に
集
積
所
へ
も
っ
て

雑草の刈取りを

い
ま
に
市
内
全

域
に
広
が
る
可
能

性
は
充
分
考
え
ら

れ
ま
す
。

休
耕
地
や
空
き

地
の
所
有
者
ま
た

は
管
理
者
は
除
草

を
し
て
、
み
な
さ

ん
に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

い
く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

た
び
た
び
市
政
だ
よ
り
で
お

願
い
し
て
い
る
乙
と
で
す
が
、

い
ま
だ
に
収
集
が
す
ん
だ
翌
日

か
ら
持
ち
出
し
て
い
る
人
・
か
い

ま
す
。
お
互
い
約
束
ご
と
は
守

っ
て
美
し
く
住
み
よ
い
郷
土
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

:選j
j挙;
;と i

iだi
jち;
3の i
jくj
~ t:> 5 
jし;

来
春
は
統

地
方
選
挙

県
議
会
議
員
・
市
議
会
議
員

来
年
の
春
は
、
私
た
ち
に
一
番

身
近
な
県
議
会
議
員
や
、
市
議
会

議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
統
一
地

方
選
挙
の
年
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
明
る
い
豊
か
な

ま
ち
。
つ
く
り
の
た
め
に
、
選
挙
に

日

月

間

(
土
)

四

時

J

m
時

福

祉

セ

日

よ
っ
て
立
派
ほ
代
表
者
を
政
治
の

場
へ
送
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

明
る
い
正
し
い
選
挙
に
よ
っ
て

立
派
な
代
表
者
を
選
ぶ
た
め
に
は

主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
ひ
と
り
ひ

と
り
が
政
治
の
知
識
を
向
よ
さ
せ

る
乙
と
で
す
。

買
収
や
情
実
、
義
理
や
人
情
に

と
ら
わ
れ
る
乙
と
な
く
、
自
分
の

信
念
と
自
由
な
意
志
に
よ
っ
て
、

清
い
一
票
を
投
票

す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
結
果
と
し
て
立
派
な
代

表
者
す
な
わ
ち
、
真
に
政
治
を
担

当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
政
治

の
場
へ
送
る
こ
と
に
な
り
、
立
派

な
明
る
い
ま
ち
.
つ
く
り
が
で
き
る

の
で
す
。

「
選
挙
管
理
委
員
会
」
及
び
「
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
選

挙
に
対
す
る
知
識
と
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

次
の
と
お

り
「
選
挙
の
豆
知
識
」

を
当
分
の

問
掲
載
し
ま
す
。

よ
く
読
ん
で
選
挙
を
理
解
し
、

清
い一

票
を
投
票
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ

C
連
絡
下
さ
い
。

電
①
|
四
一
一
一

内
線
二
四
七

②
ー
三
五
六
四

(直
通
)

/ 

タ

露
三
日

3
一
控
除
議
一
• 

幅
削
則
論
致
邸
時
務
純
M
V
ι
り

選
挙
の
基
本
原
理

ω普
通
選
挙
主
義

ω平
等
主
義

ω秘
密
投
票
主
義

我
が
園
の
選
挙
制
度
で
は
~

一
定
の
年
齢
(
満
別
歳
)
に
山

叩
達
し
ま
す
と
、
性
別
や
身
分
V

財
産

教
育
程
度
な
ど
に
よ
h

っ
て
差
別
す
る
こ
三
な
く
一
山

V

人
一
票
主
義
と
い
う
平
等
の
川

山

選
挙
権
が
与
え
ら
札
ま
す
。

投
票
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
円

か
ら
も
強
制
さ
れ
る
こ
と
な

v

く
、
自
分
の
自
由
な
判
断
に
~

よ

っ
て
、
投
票
す
る
こ
と
が
ん

で
き
、
し
か
も
だ
れ
に
投
票
V

し
た
か
、
外
か
ら
知
ら
れ
な
h

い
よ
う
に
投
票
の
秘
密
は
守
山

ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
が
選
挙
の
基
本
原
理
川

で
す
か
ら
安
心
し
て
投
票
が
山

で
き
る
わ
け
で
す
。
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再
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信
頼
と
敬
愛
の
老
人
像
を

日

百
歳
の
朝
長
さ
ん
ら
表
彰

十
月
二
十
二
日
市
民
会
館
に
約

千
人
の
お
年
寄
り
が
集
り
、
第
八

回
大
村
市
老
人
福
祉
大
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

物
故
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
て

秘
本
市
長
、
宮
田
市
老
連
会
長
が

あ
い
さ
つ
の
後
、
今
年
百
歳
に
な

ら
れ
た
一
の
郷
の
朝
長
久
太
郎
さ

り

ん
、
西
本
町
の
小
川
ヒ
サ
さ
ん
、
竹

松
本
町
の
染
石
近
太
郎
さ
ん
の
三

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
市

九
十
歳
以
上
内
の
の
長
寿
者
、
男

十
一
人
女
三
十
七
人
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
先
日
の

老
人
作
品
展
で
の
努
力
作
と
し
て

一
瀬
ヒ
デ
さ
ん
外
七
人
が
表
彰
さ 日

月

刊

(
土
)

日

時

t
m
時

福

祉

セ

日

れ
ま
し
た
.

つ
づ
い
て
研
究
討
議
で
は
、

「
老
人
の
健
康
保
持
と
増
進
に
つ

い
て
」
下
久
原
の
田
中
武
一
さ
ん

「
部
落
の
子
ら
に
生
き
が
い
を
託

し
て
」
荒
瀬
の
田
川
正
夫
さ
ん
、

「
地
域
社
会
に
生
き
る
哀
歓
」
坂

口
の
中
村
一
房
雄
さ
ん
が
体
験
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
意
見
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
、
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
大
会
宣
言

と
し
て
「
経
済
状
勢
の
急
激
な
変

動
と
年
々
増
大
す
る
人
口
高
齢
化

の
中
で
老
人
は
き
び
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
老
人
福

祉
施
策
の
充
実
強
化
が
強
く
要
請

さ
れ
て
い
る
.
乙
の
と
き
に
あ
た

り
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
の
果
す
役
割

の
重
要
性
を
思
い
、
働
く
こ
と
に

老
後
の
生
き
が
い
を
見
出
し
、
家

庭
で
も
社
会
か
ら
も
信
頼
さ
れ
敬

愛
さ
れ
る
老
人
と
な
る
」
乙
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
が
楽
し
く
行
わ
れ
各
地
区
か
ら

の
出
し
物
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

婦人レクリエーション大会

/ 

タ

こ
の
日
集
っ
た
七
百
人
の
会
員

さ
ん
た
ち
は
各
地
区
思
い
思
い
の

趣
向
を
こ
ら
し
て
の

入
場
行
進
を

し
て

、
全
員
が
健
康
体
操
を
し
、

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
ま

し
た
。
競
技
の
面
白
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
各
地
区
の
選
手
は
ボ

l
ル
を

落
し
た
り
、
風
船
が
割
れ
な
か
っ

た
り
、
美
人
が
描
け
な
か
っ
た
り

で
笑
い
の
連
続
、
そ
の
上
応
援
団

が
地
区
の
必
勝
を
願
っ
て
懸
命
の

応
援
に
体
育
館
内
は
割
れ
ん
ば
か

り
の
か
ん
声
で
、
選
手
も
ハ
ッ
ス

ル
し
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
は
最

高
に
達
し
ま
し
た
。

午
後
は
み
ん
な
で
踊
り
、
歌
い

ゲ

l
ム
な
ど
を
し
て
、
終
日
笑
い

の
中
で
体
力
つ
く
り
を
楽
し
み
、

意
義
あ
る
大
会
を
終
り
ま
し
た
。

L
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おおむ市政だより(3) 

.グ

らく

る

-1 1月7日一

ぷ人

公演迫

人形浄瑠璃

前売券発売中

世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
芸
能

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座
の
公
演
が
い

よ
い
よ
十
一
月
七
日
、
市
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
す
.

乙
の
文
楽
は
、
寛
政
の
こ
ろ
、

淡
路
の
人
、
植
村
文
楽
軒
に
よ
っ

て
整
備
さ
れ
、
今
日
に
受
け
つ
が

れ
能
楽
、
歌
舞
伎
と
共
に
、
三
大

国
技
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
.

こ
の
た
び
は
、
竹
本
津
太
夫
、

三
味
線
の
野
沢
松
之
輔
の
二
人
の

人
間
国
宝
を
中
心
に
、
文
楽
最
高

り

中の

つ

レミ

力

の
陣
容
で
お
目
見
得
し
ま
す
.

ー
演
し
も
の

l

ふ
た
ぱ

一
谷
鰍
軍
記
|
11熊
谷
桜
の
段
、

熊
谷
陣
屋
の
段
|

平
家
興
亡
の
二
十
年
を
描
い
た

「
平
家
物
語
」
の
な
か
で
も
、
も

あ
っ
色
り

っ
と
も
哀
切
を
き
わ
め
た
敦
盛
の

最
後
と
忠
度
の
都
落
ち
を
二
本
の

柱
と
し
脚
色
し
た
並
木
宗
輔
の
傑

作
.
熊
谷
次
郎
直
実
を
と
お
し
て

坂
東
武
者
の
無
常
感
を
え
が
い
て

今
も
人
の
胸
を
打
つ
名
作
.

全

員

で

健

康

体

操

耕

地

市
連
合
婦
人
会
(
小
松
初
子
会

長
会
員
三
千
二
百
人
)
で
は
、

十
月
二
十
二
日
、
会
員
の
融
和
と

体
力
つ
く
り
の
た
め
、
第
四
回
の

レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
大
会
を
市
民

体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

義
経
千
本
桜
1
1

道
行
初
音
の
旅

悲
劇
の
英
雄
・
義
経
を
慕
っ
て

吉
野
へ

向
う
静
御
前
と
家
来
の
佐

藤
忠
信
が
主
君
の
鎧
と
鼓
を
置
い

て
義
経
を
し
の
ぶ
.
過
ぎ
し
自
の

合
戦
の
数
々
が
幻
想
的
に
出
現
し

絢
燭
豪
華
に
展
開
し
て
ゆ
き
、
桜

花
咲
き
乱
れ
る
中
に
平
家
一
門
の

執
念
を
え
が
く
。
竹
田
出
雲
ら
の

傑
作
で
時
代
も
の
三
代
名
作
の
一

日
時
十
一
月
七
日
(
木
)

午
後
六
時
間
演

場

所

市

民

会

館

入

場

料

一

般

千

円

中
・
高
校
生

入
場
券
発
売
所

森
竹
電
気
商
会
、
ア
オ
パ
ラ
ジ

オ
商
会
、
原
田
楽
器
古
町
居
、

長
崎
書
居
、
商
工
会
議
所
、
市

役
所
市
民
相
談
室
、
市
民
会
館

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
中
地
区
公
民

館
、
中
央
公
民
館
。

お
問
い
合
せ
は
社
会
教
育
課
へ
。

電
話
①
I
四
一
一
一

三
百
円



(4) 

み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
を

りおおむ

苗
木
の
申
請
受
付

市政だより

市
森
林
組
合
で
は
、
今
年
度
も

造
林
推
進
の
一
環
と
し
て
、
造
林

用
苗
木
の
申
請
受
付
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

今
年
度
造
林
を
計
画
さ
れ
て
い

る
人
は
お
忘
れ
な
く
最
寄
り
の
場

所
で
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

円
申
込
と
同
時
に
受
付
け
ま
す

一
二
、
林
業
肥
料
、
緑
化
樹
苗
木
も

同
時
に
受
付
け
ま
す
。

松
原
地
区
十
一
月
十
二
日

午
前
十
時

l
十
一
時
三
十
?

松
原
出
張
所

昭和49年11月1日
11111111111111111111111川11111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIII1U

申
請
上
の
注
意
事
項

日

耳

と

言

葉

午
前
十
時

1
十
二
時

萱
瀬
出
張
所

鈴
団
地
区
十
一
月
十
四
日

午
前
十
時

t
十
一
時
三
十
分

鈴
田
出
張
所

一
浦
地
区
十
一
月
十
四
日

午
前
十
時

t
午
後
二
時

三
浦
出
張
所

な
お
当
日
支
障
の
入
は
森
林
組

合
へ
白
出
て
下
さ
い
。

日

月

間 数

一
時
一

一
切
…
い
の
{

、木

予樹造
納種林
金 ‘、地
を数
苗量地
木が名
ー必
本要地
lとで番
付す
五。苗

福布
午重松午目
後地原前均
一区出十 E
時 張時
l十所 1イ

一
時月 - F. 
十 時イ

日十 E
づ

高の出

趣味

1 5周

局 念年成昭会て
に十ので婚和長い市
集月切十を三 る内
つ十手五記十会大の
た八展年念四員村切
切 1ををし年四郵手
手二関迎ての十趣愛
は十催え結皇五会好
今日した成太人(者
ま大まの以子)宮で
で村しで来殿で団結
に郵た、、下は伸成
な使。記今御、也し

口
口口出の最

日

(
土
)

口
ω
時

J

U
時

福

祉

セ

珍
し
い
切
手
で
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

年記念

い
最
高
の
出
品
数
五
百
四
十
七
枚

(リ

l
フ
)
と
な
り
、
内
容
も
貴

重
な
龍
切
手
に
明
治
四
年
に
大
村

で
消
印
さ
れ
た
も
の
や
、
手
彫
切

手
、
小
判
切
手
な
ど
切
手
愛
好
家

に
は
た
ま
ら
な
い
魅
力
の
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
最
近
の
も
の
で
は

日
航
よ
ど
号
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
に

あ
っ
た
郵
便
物
の
付
せ
ん
の
つ
い

た
も
の
や
.
日
本
と
外
国
の
消
印

の
旅
な
ど
労
作
も
目
を
ひ
き
ま
し

た
。
郵
趣
会
で
は
毎
月
第
四
土
曜

日
の
午
後
一
時
半
か
ら
大
村
郵
便

局
で
例
会
を
聞
き
、
切
手
収
集
の

知
識
の
向
上
、
収
集
内
容
の
向
上

に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

「
切
手
は
最
小
面
積
に
お
け
る
最

大
の
芸
術
品
」
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
自
然
を
は
じ
め
、
歴
史

文
化
、
科
学
技
術
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
事
象
を
素
材
と
し
て
、
国
に
よ

り
、
時
代
に
よ
っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

初
心
者
の
人
も
楽
し
く
収
集
で

き
ま
す
の
で
、
広
く
み
な
さ
ん
が

愛
好
さ
れ
る
よ
う
郵
趣
会
で
は
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

※
連
絡
場
所

大
村
郵
趣
会

大
村
郵
便
局
内

/ 

タ

一
ち
ょ
っ
と
部
屋
を
出
る
と
「

内
捧
』
で
、
色
、
主
J

ま
ち
ζ

ヲ
ヘ
イ
ツ

h

-
i
'
;
=
-
J
;
b
l
:
，

‘

 

い
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

v

・

7
1
:
2
1
7
己
日

:
E
園

、
Z
、
、
才
'
刀
=
向
島
メ
J
令
↓
J

F
ゅ
b
n
n
k刊
山

田

圃

・

}

3

P

一-こ
1

0

・
司

・

!

:

;

t

i

-

-

ー

:

、

i

d

F

-

d

う
っ
か
り
消
し
忘
れ
が
ち
M

r

:
〉
:
、
二

h
E
Z
、、
T
E
F

内

チ

九

月

u
k
μ
h

斗
J
H
V
立

口

ロ

底

抗

代

ピ

皇

内

』

t-召
庁
、
内
一
コ
、
実
官
骨
日
局
、
-

F

初
口
百
E
P
υ

'v
ホ
E
J

市
A
口
一
主
可
4
H
H
1一

F

一
ト
イ
レ
な
ど
出
入
り
の
多
い
一

-

と

こ

ろ

で

す

。

~

内
家
族
み
ん
な
で
気
を
つ
け
向

、
戸
』
、
戸
、
E
て

-Lj
コ〉、，争
A
R

勾
寸
ト
f

-

V

『
，
、
コ
ペ
E
3
J
L
、ふ
d
ι
4
H
N
b
g
，
ド
h
品
付
4

3

d

照
明
器
具
の

ス
イ
ッ
チ
は

手
ま
め
に
切
ろ
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



お
し
ら
せ

'U
守

一

jrw一byR-

一

.
i
f
-
-し
湖

、

蜘

午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
大
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
0

.
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

ω就
学
前
の
乳
幼
児

ω小
・
中
・
高
校
な
ど
修
学
年
限

一
年
以
上
の
学
校
の
児
童
・
生

徒ω事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人ω現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人
.

圏

耳

と

言

葉

昭和49年11月1日
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注
射
と
検
診

-
三
歳
児
健
康
診
査

こ
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
.
お
繰
り
合
せ
お
で
か
け

下
さ
い
.

対
象
昭
和
四
十
六
年
五
月
生
れ

の
人
、
及
び
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
か
ら
昭
和
四
十
六
年
四
月

生
れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受

け
て
い
な
い
人

日
時
十
一
月
二
十
六
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時

りおおむ

1 1月の日曜当番医

市政だより(5) 

の

相

談

日

日

月

間

13 
時

日

(
土
)

J
m
時

福

祉

セ

/ 

'タ

月

陰平公民館 9:30-10:30 

11月5日 岩松駅前 11 : 00"" 12: 00 

(火〉
中里平野商居 13:00-14:00 

平小川倉田宅前 14:30-15:30 

農協西部営業所 9:30-10:00 

11月6日 11 三浦支所 10:30""11:00 

(水〉
溝陸公民館 11 :30-12:00 

今村 ノY 1 3: 30 -15: 00 

横山頭公民館 9:30、10:30

11月7日 大多武婦人ホーム 11 :00"-12:00 

〈木)
後木場公民館 13:00-14:00 

上久原 // 14:30-15:30 

11月8日
前舟津公民館 9:30-10:30 
下 久原グ 11 :00""12:00 

(金〉
東浦漁協前 13:30-15:00 

宮代公民館 9:30-10:30 

11月11日 原 ノY 11 :00-12:00 

(月〉
荒瀬 // 13:00-14:00 

農協第一支所 14:30""15:30 

立福寺舟森高居 9:30-10:30 

11月12日 弥勅寺福田酒庖 11 :00""12:00 

(火)
今富玉川宅 13: 00"" 14: 00 
農協福重支所 14: 30-15:30 

11月13日
野岳湖小川高居 9:30""10:30 

東光寺溝口商居 11 :00-12:00 
(水〉 武留路公民館 13:30-15:00 

市土木課車庫 9:30-10:30 

11月14日 協和町九州産業前 11 :00""12:00 

(木)
古賀島公民館 13:00-14:00 

植松 ノY 14:30-15:30 

11月15日
黒木小学校 10: 00-1 0:30 

久良原営林署 11 : 00 -12: 00 
(金〉
萱瀬出張所 13:30"-15:00 

レントゲン健康診断日程表料

金

無

料

な
お
、
今
村
公
民
館
、
東
浦
漁

協
、
萱
瀬
出
張
所
、
武
留
路
公
民
館

で
は
循
環
器
検
診
も
行
い
ま
す
.

-
妊
婦
教
室

※急患以外の人は、なるべく平常日にお願い
します.

妊
娠
中
を
安
心
し
て
過
し
、
無

事
に
出
産
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
市
は
妊
婦
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
.
下
の
写
真
は
妊
婦
時
期
に

最
も
大
切
な
栄
養
に
つ
い
て
、
貧

血
食
の
料
理
実
習
風
景
で
す
。

つ
わ
り
で
困
っ
て
い
る
入
、
実

血
で
時
々
ふ
ら
ふ
ら
す
る
人
、
お

気
軽
に
お
で
か
け
下
さ
い
.

一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
/

第
一
回
十
一
月
+
二
日
(
火
)

母
子
保
健
法

妊
振
中
の
生
活

第
一
一
回
十
一
月
十
九
日
(
火
)

日(診療科目 |医院名|所在地|電話

限 科 岩崎眼科 西本町 2・3435

3 整形外科 牟田整形 古町2-4501 

内 科 毛利医院 ーの郷5-8517 

皮膚・性病科 佐伯医院 武部2-4330 

10内 科 南野内科 西三城3-3731 

外 科 田崎外科 古田]3、1234

内 科 藤井内科 東本町2-3878 

17産婦人科 後藤医院 松並2-6015 

整形外科|松永整形 総並2-4300 

内 科 松尾内科 玖島町2-44l2 

24 内 科 松永内科 乾馬場2-2943 

内科・外科 原 医院 竹松5-8t27 

産
後
の
生
活

栄
養
に
つ
い
て
(
貧
血
食
の
実

習
な
ど
)

時
間
午
後
一
時
か
ら

場
所
大
村
保
健
所

-
妊
婦
及
び
乳
幼
児

健

康

相

談

乙
の
相
談
は
二
カ
月
に
一
回
各

地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。

育
児
に
つ
い
て
相
談
に
な
り
た

い
人
、
ま
た
一
度
も
乳
幼
児
相
談

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
お

で
か
け
下
さ
い
.

自任婦及び撃l幼児健康相談日程表

月日 場 所 時 間 備 考

11月12日 三浦出彊所 13:30-15:00 乳児のみ

11月19日 福重出張所 9:30-11 :00 妊児婦及び乳幼

11月22日 竹松出張所
9:30、11:00

乳幼児のみ
13:00、15:00

募

集

田
長
崎
県
屋
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

資
格
県
下
在
住
者

課
題
環
境
の
美
化

応
募
期
限
十
一
月
六
日
(
水
)

申
込
及
び
問
い
合
せ
先

長
崎
市
出
島
町
十
の
十
五

日
新
ピ
ル
内
長
崎
県
屋
外
広

告
美
術
協
同
組
合
事
務
局

電
話

@
l
O八
二
三

-
観
光
協
会
の

女
子
職
員
を
募
集

若
干
名
(
二
十
五
歳
ま

で
)

学

歴

申

学

卒

以

上

詳
し
く
は
観
光
協
会
へ

玖
島
郷
四
十
五

電
@
l
三
六

O
五

販
売
員



定

員

三

十

人

内
容

H
H

よ
い
子
H
H

は
具
体
的
に

が
ど
ん
な
性
格
の
子
H
H

で
あ
る

資
格
県
内
に
居
住
し
県
内
に
勤
か
が
問
題
で
す
。
性
格
と
は
何

務
し
て
い
る
人
.
た
だ
し
、
職
か
を
家
庭
教
育
と
の
か
か
わ
り

業

的

専

門

家

は

除

く

で

考

え

ま

す

.

種

目

絵

画

、

書

道

、

写

真

十

一月
二
十
一
日
遺
伝
と
環
境

出
品
点
数
自
作
未
発
表
の
も
の
十
一
月
二
十
八
日
怜
格
の
理
論

一

人

一

点

士

一

片

五

日

性

格

の

類

型

搬

入

期

日

及

び

場

所

主

月

士

一
日
性
格
と
教
育

十
二
月
十
六
日

1
二

十

一

日

受

講

料

無

料

畏
崎
市
桜
町
九
の
六
畏
崎
県
講
師
長
崎
大
学
教
授

勤

労

福

祉

会

館

内

長

崎

労

政

川

崎

宏

事

務

所

電

話

@
l
一
四
五
六
申
込
十
一
月
十
五
臼
(
金
)
ま

出

品

料

無

料

で

に

性

所

、

氏

名

、

年

齢

、

電

※
出
品
希
望
者
は
搬
入
と
同
時
に
話
番
号
を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
中

所
定
の
申
込
用
紙
に
所
要
事
項
記

¥
央
公
民
館

へ。

入

の

う

え

提

出

し

て

下

さ

い

。

-

進

路

指

導

講

座

詳
し
く
は
長
崎
労
政
事
務
所
ま

た
は
県
労
政
福
祉
課
(
電
話

@
l

一
一
一
一
中
へ
。

(6) 

-
長
崎
県
勤
労
者
美
術

展
作
品
募
集

りむおお市政だより昭和49年11月1日
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講

習

会

-
市
民
大
学
講
座

F

子
供
の
性
格
を
考
え
る
d

日
時
十
一
月
二
十
一
日

l
十
二

月
十
二
日
、
毎
週
木
曜
日
、
午

後
一
時
三
十
分

t
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対
象
成
人
(
必
ず
四
回
出
席
で

き
る
人
)

、
， 

日
時
十
一
月
二
十
九
日
・
十
二

月
六
日
午
前
十
時

t
十
二
時

場

所

中

央

公

民
館

対
象
中
・
高
校
生
の
親

定
員
三
十
人
(
二
回
出
席
で
き

る
人
)

内
容
「
子
供
の
進
路
を
ど
う
考
え

る
か
」

そ
の
子
供
の
一
生
を
左
右
す
る

重
要
な
問
題
で
す
。
親
と
し
て

よ
き
理
解
者、

援
助
者
と
し
て

進
学
、
職
業
指
導
に
つ
い
て
考

え
る
。

土
月
二
十
九
日
進
路
指
導
を
ど

う
考
え
た
ら
よ
い
か
。

士
一
月
六
日
職
業
指
導
を
ど

う
考
え
た
ら
よ
い
か
.

受

講

料

無

料

講
師
長
崎
大
学
教
授

吉

村

喜

好

申
込
十
一
月
二
十
日
(
水
)
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
中

央
公
民
館
へ
。

久
原
郷
一
の
一

電

@
l
四
三
二
一

催
し
も
の

-
文
芸
講
演
会

遠
藤
周
作
に
お
け
る
文
学

と
宗
教

十
一
月
九
日
午
後
六
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

犬
会
議
室

講
師
佐
古
純
一

郎
先
生

(
文
芸

評
論
家
・
ニ
松
学
会
口十
ヘ
学
文

学
部
主
任
教
授
)

入

場

料

無

料

。

作

家

、

遠

藤
周
作
氏
は
「
沈

歌山
」

「
死
海
の
ほ
と
り
」
な
ど

の
純
文
学
や
「
ぐ
う
た
ら
先
生
」

と
し
て
週
刊
誌
の
人
生
相
談
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
談
な
ど
で

問
躍
し
、

随
筆
集
で
も
有
名
で

大
村
か
ら
題
材
を
と
っ
た
作
品

も
あ
り
ま
す
。

場日
所時

O

佐
古
先
生
は
、
遠
藤
氏
の
旧

友
で
、
「
文
学
は
こ
れ
で
い
い

の
か
」
「
青
春
こ
の
よ
き
も
の
」

な
ど
多
く
の
著
書
で
知
ら
れ
、

遠
藤
文
学
を
語
る
の
に
最
も
適

し
た
人
と
の
定
評
が
あ
り
ま
す

-
市
内
中
学
校
音
楽
会

日

時

十
一
月
二
十
一
日
(
木
)

午
後
二
時
か
ら

市
民
会
館

市
教
育
委
員
会

市
中
学
校
音
楽
研
究
部

主場
催所

-
み
ん
な
の

市

民

音

楽

祭

今
年
度
は
、

出
演
団
体
が
企
画

運
営
し
、
新
し
い
市
民
の
音
楽
祭

へ
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
時
十
一
月
十
七
日
(
日
)

午
後
一
時
開
演

場

所

市

民

会
館

入
場
料

無
料
。
た
だ
し
入
湯
整

理
券
が
必
要
で
す
。
次
の
所
へ

申
込
ん
で
下
さ
い
。

各
出
出
団
体
、
市
民
相
談
室
、

市
民
会
館
、
中
央
公
民
館
、
中

地
区
公
民
館
、
市
社
会
教
育
課

出
演
団
体

(邦
楽
)
規
友
会
、

鳳
友
会
、
若

水
会
、
筑
紫
会
、
大
村
宮
城
会

松
の
実
会

(
器
楽
)
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団
、

'‘ 

大
村
音
楽
同
好
会
、
パ
ー
ル
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ

〈
コ
ー
ラ
ス
)
大
村
少
年
合
唱
団

カ
ト
レ
ア
グ
ル
ー
プ
、
大
村
混

声
合
唱
団
。

田
合
同
華
道
展

合
同
華
道
展
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

五
流
派
で
百
点
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
多
数
ご
覧
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
九
日
(
土
)
・
十

日
(
日
)

市
民
会
館
三
階
ホ

l
ル

場
所

ス
ポ
ー
ツ

田
市
長
杯
争
奪

市
内
実
業
団

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

十
一
月
二
十
四
日
(
日
)

午
前
十
時

市
民
体
育
館

二

複

三

単

リ
ー
グ
戦
と
す
る

参

加

料

一

チ

l
ム
千
円

申
込
十
一
月
二
十
日
(
水
)

ま
で
に
玖
島
郷
二
十
五

市
役
所
内
松
田
勝
男
あ
て
。

日

時
試場
合所

そ

他

の

-
税
の
無
料
相
談

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
は
税
を
知
る
週
間
で
す
.

税
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用

下
さ
い
.

白
時
十
一
月
十
二
日
(
火
〉

午
後
一
時

t
四
時

市
役
所

場
所

-
発
明
相
談
室

十
一
月
十
六
日
(
土
)

午
前
十
時
J
十
二
時

場
所
市
商
工
観
光
課

※
県
発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出

向
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
.

日
時

-
観
光
年
賀
ハ
ガ
キ

発

売

中

価
格
一
枚
七
円

図
柄
桜
田
の
堀
、
多
良
岳
の
ツ

ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
二
種
類

発
売
所
大
村
市
観
光
協
会

電
話
②
i
三
六

O
五

発
売
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

-
十
一
月
の
射
撃
予
定

池

田

射

撃

場

。
十
二
日
か
ら
十
三
日
ま
で

O
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

O
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
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